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 学生の主たる研究関心を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資す

るよう、大学院共通科目または学術院共通専門基盤科目から１単位、研究群共通科目のうち「修士論文合同演習」、

「研究法入門」または「Academic Writing and Research Ethics」の2単位を必修とする。研究指導においては、複眼

的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じて他学位プログラムの教員も参画）とする。具

体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン等を踏まえて決定する。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics、プロジェクト

演習1A,1B,2A,2B,2C,2D、修士論文作成、学会発表などにより、高度な知識を社会に役立てる能力（1．知の活

用力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2) 、プロジェクト演習1A, 1B, 2A, 2B, 2C, 2D、

達成度自己点検、外部コンテスト等への参加などにより、広い視野に立ち課題に的確に対応する能力（2．マネ

ジメント能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、国際日本研究のための日本語、国際日本研究のための英語、学会発

表などにより、専門知識を的確に分かり易く伝える能力（3．コミュニケーション能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2)、日本政治と市民社会１、2、 TA経験、チーム

でのコンテスト参加、学会での質問、セミナーでの質問などにより、チームとして協働し積極的に目標の達成に寄

与する能力（4．チームワーク力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのグラントライティング入門、国際日本研究のための日本語、国際日本
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　入学者の選抜にあたっては、一般入試、社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な入学志願者に対応すると

ともに、募集人員を分割し、同一年度に複数回の入学試験を実施する。

・  一般入試では、専門科目及び外国語の筆記試験、並びに口述試験を実施し、総合的に判定する。専門科目は、国際日

本研究に関係する「政治」「経済」「文学・文化・思想」「法律・社会・メディア・情報」「言語学」「日本語教育学」の分野から１

つ出願時に選択した科目について日本語または英語（「日本語教育学」は日本語のみ）で解答させ、博士前期課程にお

いて国際日本研究を遂行しうる能力、研究しようとしている分野の専門的知識を判定する。外国語の筆記試験は、国際日

本研究に必要な外国語運用能力を判定する。口述試験は、研究計画書等を参考とし、学修成果や思考力、研究に対す

る情熱・意欲、研究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力も判定する。

・  推薦入試では、小論文の筆記試験、及び口述試験を実施し、総合的に判定する。推薦入試は、学士課程等において志

願者を指導し、その諸能力や性格、資質などを知悉する教員から国際日本研究に必要な専門的知識や研究遂行能力、

外国語運用能力をすでに身につけているとして推薦された者を対象としている。また、受験者は、学士の学位を取得して

いるか、取得予定であるため、専門科目や外国語の筆記試験は行わず、小論文により、専門分野に関する知識、理解力、

論理的思考能力等、博士前期課程において国際日本研究を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、研究計画

書や推薦書等を参考とし、国際日本研究に正面から取り組む意欲、研究計画、本学位プログラムを志望する理由、研究し

ようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力や語学力を含むコミュニケーション能力も判定する。

・  社会人特別選抜では、専門科目の筆記試験及び口述試験を実施する。社会人特別選抜は、社会人としての経験を有して

いる者を対象としている。専門科目は、国際日本研究に関係する「政治」 「経済」 「文学・文化・思想」 「法律・社会・メデ

ィア・情報」 「言語学」 「日本語教育学」の分野から１つ出願時に選択した科目について日本語または英語（「日本語教育

学」は日本語のみ）で解答させ、国際日本研究を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、研究計画や社会人とし

て得られた問題意識、研究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力な

ども判定する。
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